
 

 

令和４年度実施事業 

種 別 行政提案型 市民提案型 市民提案型 

提案団体 
福田小学校区コミュニテ

ィ連絡協議会 

NPO 法人長崎ドローン情

報センター 
東町侍石自治会 

市担当課 廃棄物対策課 農林振興課 東総合事務所地域福祉課 

事業名 高齢者等のごみ出し支援事業 
ドローンを活用した鳥獣害

対策事業 
矢上普賢岳魅力向上事業 

事業目的 

少子高齢化や単身・少人数世帯

の増加に伴い、ごみ出しが困難

な世帯が増加しており、今回の

事業を通して「地域で決めて、

地域で実行する」仕組みを活か

しながら、高齢者や障害者の

方々を含む、誰もが安全・安心

な暮らしやすいまちづくりを

目指していく。 

有害鳥獣の実態数の把握がで

きないままに捕獲活動が行わ

れていることから、当事業で

は、モデル事業として、主にド

ローンを用いた有害鳥獣の分

布状況や移動傾向などを調査、

情報を収集し、実態の把握につ

なげることを目的とする。 

① 地域資源の再生による地域の

魅力向上 

・地域住民等に矢上普賢岳の魅力

が伝播することで郷土愛が育まれ

る 

② 持続可能な伝承体制の構築 

・地域一体となって資源保全に

取り組む機運を醸成する 

事業内容 

「ふれあい訪問収集事業」の対象

にあてはまらない、ごみ出し援

助が必要な方を対象にごみ出

し援助を行う。 

【高齢者等のごみ出し支援】 

⑴支援対象者の把握（福田地区

において、支援が必要な人を把

握） 

⑵対象者選定基準の策定(サー

ビスが必要な人に支援が届く

よう、新たな基準を設ける) 

⑶関係者との打合せ（福田地区

内でも支援内容のばらつきが

ないようにする） 

⑷対象者の選定 

⑸ごみ出し支援事業の実施（週

1回、燃やせるごみ・燃やせない

ごみ） 

⑹ごみ出し支援事業の修正 

⑺ごみ出し支援事業の検証 

⑻翌年度の事業検討 

 

⑴有害鳥獣の調査・被害対策の

検討 

(内容)イノシシ等の生息域等を

調査・把握し、被害対策の検討

につなげるもの 

① 有害鳥獣の生息域・個体数

調査 

(ア) 調査場所（エリア）の選定・事

前準備 

(イ) テスト飛行により、飛行ルー

ト・高度を立案・決定 

(ウ) 夜間飛行により動画や写真の

撮影 

(エ) データ分析 

② 有害鳥獣の調査結果の活用 

③ データに基づいた被害対策の

検討及び当事業の有用性・有効性

の検証 

⑵鳥類の撃退効果調査事業 

(内容)収穫前の茂木びわがカラス

等により被害が生じているため、

ドローンにより追い払いを行い農

産物被害の減少を図るもの。 

(場所)茂木地区びわ畑 

① 被害が発生しやすい朝方にド

ローンを飛行 

② 収穫率を例年と比較すること

で効果を確認 

⑴視点場再生事業 

目標 山頂付近における視点

場の再生 

成果 景観が望めること 

内容 山頂付近の木竹の剪定

及び整理 

 

⑵伝承事業 

目標 矢上普賢岳の特徴を理

解する 

成果 郷土愛が育まれ、資源保

全に向けた機運が高まること 

内容 

①矢上普賢岳紹介マップの制

作 

②啓発イベントの開催 

③・ホームページや SNS、各種

広報誌などでの情報の発信 

経費種別 委託料 委託料 委託料 

総 事 業 費 (円 ) 951,000 円 895,000 円 990,000 円 

市負担額 951,000 円 895,000 円 990,000 円 

 

  


